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1.問 題 の 背 景

ボデ ィ ・イメージbody-imageと は各個人 が自分 自身

の身体 についてもっている主観的 な像 であって,身 体像

と日本語 に訳 されている。Bender,L.とSilver,A.

(1948)に よると,「我々のもつゲシュタル トgestaltは

成長 と発達 とい う一定の生物学的法則によって決定 され

た母体 としてひとつのパ ター ンをつ くりあげ,そ れは徐

々 に明確化 して くる。 もとをただせば胎児期 の発達 に規

定 されているのであって,そ れに身体感覚や情緒的剌激

に よる新 しい経験が加わり,ボ ディ ・イメー ジを修正 し

て いく。 この新 しい経験 は,皮 膚,内 臓,運 動,諸 感覚

を通 して,子 どもとしての身体から大人 としての 身体へ の

探究 とい う形で生 じて くるので ある。 それに社会的要素,

す なわち,他 人の行動や態度の影響が加 えられてい く。

これ らの新 しい経験 はバ ラバ ラに生 じるのではな く,神

経機構の中に統合 され,更 に新 しい経験 を修正 し,方 向

づ け,そ して情緒的意味 を提供 してい くことになる。 こ

の作用 は意識的 に行 なわれ ることも,無 意識的 な場合 も

あ る。ボディ ・イメージは知覚や経験の総和 ではないが,

これらの集 ま りが我々の もつゲ シュタル トとなってい く

のである。」 とボ デ ィ ・イメー ジを定義づけている。身

体 が生物学的 対象 にとどまることな く,そ こに人格的要

素 を含んでい るか らこそ関心が増大 するのであるが,ボ

デ ィとパースナ リティとの関係 につ いて多 くの研 究者が

と り組 んで きてお り,そ の主た る流 れは次 の5つ に大別

され る。

(1)身 体 と体型 を同 じに考 える立場で,Sheldon,W.H.

&Stevens,S.S.(1942)やKretshmer,H.(1923)ら

は身体的構造 の次元 と人格諸特性 との関係 を証明 しよ う

とした。

(2)身 体 を血圧やGSRな どの生理学的機 能の尺度 と等

しく考 える立場 で,生 理学的尺度 と人格変数 との相関 を

証明 しようとした。

(3)身 体的概 念 を身体障害 に関するパースナ リティ論 に

導入す る立場 がある。その代表的 なものが,Adler,A

(1930)の 器官劣等感の理論である。例 えば,手 足の切

断な どのために,あ る身体部分 を失 うとい うことは,そ

の個人 は自分 自身 に対 してマイナスであると感 じ,補 償

的 に高 い成就の方向への動機づ けについて説明 してい る

が,こ れは防衛反応 に関係 しているとい うものである。

(4)身 体 は精神身体学 の領域では特別の意味 をもってい

る。人格的 な力が,身 体的生理学的過程をゆがめること

によってどの ように して身体的 な病気 を生 じさせ るかを

示 そ うとする立場であって,精 神身体医学で は身体 につ

いての心理学的現象への関心が強 まっている。

(5)ボ ディ ・イメー ジを公式で書 きあらわそ うとす る立

場 で,ボ デ ィ ・イ メージを心理的経験 として身体 を言及

し,自 分自身 の身体 に対す る感情や態度 に焦点 を合 わせ

ている用語 であると把握 をしている。個人 は発達するに

つれて 自分 の身体 か らの感覚 を有意味 に組織化するとい

う課題 をもって くるのであって,そ の人の全知覚領域の

中で特 に重要 かつ複雑 な現象 であるとい う仮 説 をたて,

これを公式化,立 証 しようとしてい る。

以上の流れがあ るが,個 人的 な関心と しては,(3)と(5),

す なわち身体障害 とボ ディ ・イメー ジの関連,そ してボ

ディ ・イメー ジを科学的,客 観的に把握す るための方法

の確立 とである。 身体障害児 ・者は当然の ことながら,

障害の ない人達 と共通の要求,そ して障害 か らくる固有

の要求 といった二重の要 求の持 ち主であるか ら,研 究の

方向 として(5)→(3),更に,ボ デ ィ ・イメー ジの再編成の

問題,そ して リハ ビリテー ションへの導入 とい う方向が
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とれるのではないか ど考 える。

II.研 究 目 的

各個人が自分 自身の身体 につ いて もっている主観的 な

像 であるボデ ィ ・イメー ジを測定す ることを目的 として

いる。 そのために心理的経験 と して測定 しうる身体尺度

を設定す ることが第一の段 階で,次 に,そ の身体尺度 で

測定 された結果 を比較検討 し,各 身体尺度 を関連づ け,

更 に,性 格 ・行動 にどのよ うに反映 されるかを見 ること

によ り,ボ デ ィ ・イメージを明確 化 しよ うとす るもので

ある。

これは肢体不 自由者 とボディ ・イメージの関係 を探究

す るための予備研究 としての意味 をもたせ たい。

TablelTheHomonymTestofBodiIyConcern

・:Neutralword

N
Stimulus

Word
BodyWard Non‐Body 癒

Stimulus
Word BodyWard Non‐Body

iX

2

3

4

5
鹽
6※

7

8

9

io

l1X

iz

13

14

15

isX

17

is

19

20

21

22

23

24

25し

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

い と

い ち ょ う

お う だ ん

か ぜ

か の う

は し

か み

か ん か く

か ん せ ん

き か ん

さ け

き ょ う い

き ん し

け っ こ う

け っ せ い

せ ん た く

こ う が ん

こ う も ん

こ か ん

こ ぶ

り ょ う し ん

さ い け つ

さ ん ご

さ ん ぷ

し か

も う じ ゅ う

し か く

し き ゅ う

し ゅ っ け つ

し ゅ よ う

ほ し ゅ

し ょ く ど う

し ん ち ょ う

せ い し

せ い しtく

36

37

38

39

40

41×

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

ふ き ょ う

ぜ ん か い

せ ん け っ

ぜ ん し ん

ぞ う き

た び

た い じ

だ い ち ょ う

だ い べ ん

た ん

し ろ

た ん の う

ち ぢ

つ う ふ う

っ ば

か て い

て ん か ん

で ん せ ん

ど う

ど う き

が っ き ゅ う

に ゅ う し

に ゅ う せ ん

は い

は く

か い ひ

は な

は ら

ひ に ん

ぶ ん ぴ つ

い じ

ま た

ま ゆ

も も

よ う し

胃 腸

黄 疽

風 邪

化 膿

銀 杏

横 断

風

可 能

全 快

鮮 血

全 身

臓 器

全 壊

先 決

前進 ・前進

雑 木

髪

感 覚

汗腺 ・感染

器管 ・器官

紙 ・神

間 隔

観 戦

期間 ・機関

胎 児

大 腸

大 便

痰

退 治

台 帳7
代 弁

淡

胸 囲

近 視

血 行

血 清

脅 威

禁止 ・金糸

欠航 ・決行

結 成

胆のう

乳.

痛 風

唾液(つ ばき)

堪 能

父

通 風

鍔(刀剱 ・帽子のっば

睾 丸

肛 門

五 感 ・五官

瘤

紅顔 ・厚顔

校 門

語 感

昆 布

癲 癇

伝 染

胴

動 悸

転 換

電 線

銅

動 機

採 血

産 後.

産 婦

歯 科

採決 ・裁決

珊 瑚

撒 布

鹿 ・市価

乳 歯

乳 腺

肺

吐 く

入 試

入 選

灰 ・(蠅)

掃 く ・履 く

視 覚

子 宮

出 血

腫 瘍

四角 ・死角 ・資格

支給・至急・死球・四球

出 欠

主 要

鼻

腹

避 妊

分 泌

花

原

否 認

文 筆

食 道

身 長

精 子

生 殖

食 堂

慎重 ・新調 ・深長

制止 ・製糸 ・静止

聖 職

股

眉

大 腿

容 姿

又

繭

桃

要旨 ・用紙

皿.研 究 方 法

1.身 体尺度 の設定 と測定方法

ボデ ィ ・イ メー ジを測定す るための4つ の身体尺度

(①,②,③,④)と,性 格 ・行動特性 をとらえるため

の2つ の尺度(⑤,⑥)を 設定 した。

① 身体境界b・dyb・undary反 応1

障壁反応barrier

② 身体境界反応2貫 通反応penetration

③ 身体 的 関心b・dilyc・ncern

④ 身体 的 カセ ク シスbodycathexis

⑤ 劣 等感inferi・rityfeeling

⑥ 活 動性generalactivity

測 定 方 法 と して は,① と② の ため に ロ ー ル シャ ッハ ・

テ ス トR・rschachTest,③ の ため に同 意 異義 語 テス ト

HomonymTest,④ の た め に 身 体 カ セ ク シス テ ス ト

B・dyCathexisTest,⑤ と⑥ の た め にY-G(矢 田 部

ギ ル フ ォ ド性 格 検 査,竹 井 機 器)の う ち項 目1とGの 粗
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点,を 各 々用 い た。

2.測 定 方法 につ い て の説 明

身体 境 界 と してbarrier反 応 とpenetration反 応 は,

Fisher,S&Cleveland,S.E.(1958)が 身体 像 を と

ら える際 にbodyboundaryと い う概 念 を用 い て 考 え て

お り,そ の境 界 の 把 握 の仕 方 に ふ た と お り,す な わ

ち,境 界 を外 界 を隔 てて いる障 壁 と して と ら え る場 合

(barrier反 応)と,そ の境 界 は保 護 的 な価 値 は な く容

易 に貫 通 され て しま うと い うこ とで とら え る場 合(pen-

etration反 応)と が あ る と してい る。 このbarrier反 応

とpenetration反 応 を見 るの に ロー ル シ ャ ッノ・・テ ス ト

を用 い てお り,施 行 方 法,教 示 な ど普 通 の や り方 と同 様

で,カ ー ドも1～Xま で10枚 につ い て見 て い る。 た だ し,

結 果 の解釈 の仕 方 は全 く異 な り,独 自 の分析 表 に よ り得

点 化 してい る。 なお,こ のFisher&Clevelandの 研

究 は,彼 ら自身 お よ び多 くのDoctoraldissertation

(Landau:ColombiaUniversity,Massen,Siera-

cki:State.UniversityofNew'York-atBuffalo

な ど)で 追 試 が く りか え され てい る。得 点化 の だめ の分

析 一 覧 は次 頁 のTable3に 示 す とお りで あ る。 今 回 もこ

の 分析 表 に沿 っ てbarrier反 応,penetration反 応 共 に

得 点 化 し,通 常 のW全 体 反 応,D普 通 大部 分 反 応,d普

通小 部 分 反応,s間 隙反 応 な どの反 応領 域 とは無 関係 に,

分析 表 に該 当 す る数 の総 計 を各 々 の得 点 と した。

次 に ボ デ ィ ・イ メー ジの うち身 体 的 関心 を測 定 す る た

め に,「 身 体 的 関 心 に つ いて 同音 異 義語 検 査 」 を用 い た。

TheSecordHomonymTestofBodilyConcern

(1950)が あ り,同 じ音 で あ るが意味 の異 る言葉 で,し

か も一 方 に身 体 的 意昧 を もつ 〔例:index(stimulus

Table2BodyCathexisTest

次の45項目について 「1」(全然好きでなく,違 っていてくれ

たらよかったと思 う)か ら「5」(とても満足 していて幸運だと

思 う)ま での5段 階に評価する。

word)‐finger(body-word),book(non-body))

一種 の連想検査 を考案 している。これは国語の違 いのた

め使用不可能であるので 日本人 に使用で きる検査 を作成

した。国語辞典 の中 から身体的用語 と非身体的用語 の両

方に使用 している多 く同音異義語 を選出 し,さ らにその

うちよ く使用 されると考 えられ る131項 目につ いて予備

調査 を し,20%以 上の者 が身体的意味 に使 用 している56

の言葉 に,14の 中性 語 を加 えて同音異義語テス トを作成

した(予 備 調査 の結果 は省略)。 項 目一 覧 はTable1の

とお りである。

身体的カセクシス を測定す るために,TheSecord-

JourardBodyCathexisTestの 日本語 訳 を用 い た

(訳は,大 学 の一般教 養英語担 当教員2名 と私 とで一致

したもの を使用 した)。 これはTable2に 示 すように,

身体部位 あるいは身体機能 についての45項 目に対 して,

全然好 きでな く違って くれた らよか った 「1」 から,と

ても満足 していて幸運 だと思 う 「5」 とい うもの までの

5段 階 に自己評価 す るテス トである。

3監.結果の処理の仕方

barrier得 点 とpenetration得 点 は,各 々 の反応数 の

総計,身 体的 関心 の得点 は 〔身体的用語項 目数/(56一

空 白項 目数)〕×100で 算 出 し,身 体 カセクシス45項 目の

平均,1とGは 粗点 であらわ した。そ して,更 に各尺度

間の相 関を算出 した。

4.被 験者お よび調査期間

4年 制大学の2年 生31名(男 子8名,女 子23名)が 被

験者である。調査時期 は,TAT,DAP,SCTな ど

を含めて,昭 和52年5月 か ら昭和53年1月(夏 休み と冬

休み を除 く)ま でで ある。

9.手 首

13.背 中

17.足 首

21.横 顔

25.腕

29.腰(尻)

33.歯

37.声

41.姿 勢

45.胴

1.髪2.顔 色

5.毛 ぶ か さ6.鼻

10.呼 吸

14.耳

18.首

22.身 長

26.胸

30.

34.ひ たい

38.健 康

42.顔

3.食 欲4.手

7.指8.排 泄

11.ウ エス ト12.活 気

15.あ ご16.運 動

19.頭 のかた ち20.体 格

23.年 令

27.目

はだ ざわ り31.く ちびる

35.足

39.性 器

43.体 重

24.肩 巾

28.消 化

32.脚

36.睡 眠

40.ひ ざ

44.男 らし さ

(女 らし さ)

N.結 果

1.身 体尺度 別の結果

Table4を 参照 しなが ら結果の概要 につ いて述べ る。

Barrier得 点 は3点 か ら29点 まで分布 し,そ の平均 は,

13.58で あ る。1SDよ り大 きい者 は6名 で,身 体 的境

界は外界 を隔 ててい る障壁 と してとらえてお り,1SD

より小 さい者 は4名 で,境 界は外界 とを隔 てる障壁 とし

てみることは少 ない。

Penetration得 点は0～11点 まで に分布 し,そ の平均

は2.74と なってい る。1SDよ り大 きい者 は5名 で,身

体的境界は保護的価値 はなく容易 に貫通 されて しまうと

い う表現 をしてい るが1SD以 下の4名 には全 くこのよ

うな表現 はみあた らない。

同音異義語テス トによる身体的関心 につ いてみると,

理 論上 で は0～100に 分 布 す るわけで あるが,実 際 は
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Table3FisherandCIevelandBodyBoundaryScoring

1.BarrierResponse障 壁 反 応

1衣 類

(1)あ らゆ る衣料 品 はBarrier得 点 とな る。

Barrierと して得 点 に な る もの の うちで誰 か が身 につ けて い る衣類 の 例 を挙 げ る と次 の よ うに な る。

・ハイネ ックの洋服 の女性

・冠 をかぶ った男性

・房のある帽子 をかぶった鬼の子

・お もしろい赤 いソックスをはいた足

・つ めえりの男性

・おか しな衣裳 の人

・レースの えりの コー トの男性

・手袋 を した人

・にわ とりの羽根 をつけた男性

・長 いナ イ ト ドレスの 女性

・robeの 男 性

・ず きんの 人

・帽子 を か さね て か ぶ って い る男 性

(2)次 に衣料品 の中に もBarrier得 点 とならないものがあるので注意 を要 する。

カー ドIVの長 ぐつ,カ ー ド皿の ちょうネクタイという反応 はよく出て くるので得点 とはならない。衣類 でも得

点 されないものと して は次 のような例 があ る。

・洋服 をきた女性 ・帽子 をかぶった男性 ・コー トを着た男性

2動 物

(1)膚 に特色 があった りあるいは珍 らしい動物 や生物 は頭があ るときのみ得点 とな る。 この諸反応 のカテゴ リー

が,珍 らしい,価 値がある,特 に目立つ あるいは特別 に保護的 な膚の動物 に関係 しているとい うこ とは,表 面

をおおってい るという表現 であるとい う仮定 に基づ いている。次 にそのよ うな動物 の リス トがある。

●ア メ リ カ わに

・や ぎ

・も ぐ ら

・と ど

・野 性 の ね こ

・アフ リカ わ に

・きつ ね

・ミ ン ク

・さ そ り

・い た ち

・コ ヨー テ

・と かげ

・お おや まね こ

・さい

・せ い うち

・カ メ レオ ン

・ライ オ ン

・や まあ ら し

・マ ー モ ッ ト

・と ら

・山 ね こ

・ひ ょ う

・ペ ンギ ン

・シ ャ ムね こ

・ス カ ン ク

・ビ ーバ ー

・ハ イエ ナ

・く じゃ く

・羊 又 は小 羊

・しま馬

・あ な ぐま

・か ば

・野 性 や ぎ

・あ ざ ら し

・くず り

(2)他 の どん な動物 で あ って も,そ の膚 が,表 面 の感 触 や,け ばだ っ た とか,ぶ ちが あ る と か,し まが あ る とか

な どの特 徴 が 強 調 され てい る と きは得 点 とな った 。 カ ー ド】Vの熊 の膚 は 除外 され た 。

・けば で お お われ た膚 ・まだ ら な膚 ・し まの あ る膚

(3)貝 が らを もつ 生物 はcoveringcategoryに 含 め られ る。た だ し,か に と えび は よ く出 て くるの で 除外 され た

が,そ の貝 が らの み が 出て くる場 合 は 得点 に な った 。次 に貝 が らを もつ 生物 の例 を挙 げる。

・かた つ む り ・小 えび ・む ら さ き貝(二 枚 貝)・ は ま ぐ り

3囲 こ まれ てい る空 地 。 ・谷 ・峡谷 ・鉱 山 の た て抗 ・井 戸 ・運 河

4動 物 の もっ てい る入 物 。 ・胃 に ガス の た ま った ね こ ・妊娠 した 女性 ・カ ンガ ル ー ・乳 房(山 羊)

5保 護 して い る表面 。 ・傘 ・日除 け(窓 な どの外 につ けた)・ ドー ム ・盾

6保 護 の た め 自分 自身 の も って い る壁 に依 存 して い る物 で,よ ろ い の よ うな もの で お お われ て い る。

・タ ン ク ・戦 艦 ・宇 宙 の ロ ケ ッ ト船 ・装 甲 車 ・よ ろい を着 た 人

7お お われ て い た り,周 囲 がか こ まれて い た り,包 み 隠 され てい る物 。

・草 に お おい か くされ た ボ ー ル ・毛 布 をか ぶ され た 人 ・煙 にまかれた家 ・何 か にか くされている人

・こ けで おお わ れ た丸太 ・石 の後 か ら そ っ との ぞ いて い る人 ・木 の後 に い る人

・背 中 い っぱ い荷 物 を し ょっ た ろば ・ふ た つ の石 の 商 に は さ ま った人

8珍 ら しい容 器 状 の形 や特 徴 の あ る物 。 ・風 笛 ・フ ェ リス観 覧 車 ・玉 座 ・椅 子

9覆 面(マ ス ク,仮 面)は 得 点 にな らない 。 以前 は建物 やcontaingattributesを もつ 乗物(自 動 車,飛 行機,

ロ ケ ッ ト)は 得 点 に な ら なか っ たが,得 点 法 が変 わ ってBarrierに 数 え られ る よ うに な っ た。

・テ ン ト ・と りで ・エ ス キモ ー の家 ・か まぼ こ形 兵 舎 ・アー チ

10物 をつ かん だ り,も った りす る道具 は得 点 にな らな い。 ・や っ とこ ・ピ ンセ ッ ト ・～ ば さみ
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Barrier反 応 の追 加例

・あみ ・ベ ル ・ベ ー ル をつ けた踊子 ・つ ぼ ・本 ・ケ ー キ の上 の砂 糖 ・川

・本 たて ・ス ク リー ン ・び ん ・手袋 ・さ じ(ス プ ー ン)

・港 ・か め(骨 つ ぼ)・ お り(鳥 か ご)・ 髪 か ざり ・壁

・ろ うそ くたて ・ほ ら穴 ・歩 道 に沿 っ た い け が き ・壁 紙 ・(か い こな どの)ま ゆ

・ヘ ル メ ッ ト ・かつ ら ・入江 ・土地 に か こ まれ た湖 ・水 にか こまれ た土 地

II.PenetrationResponse貫 通 反 応

人間の外面 は保護的価値 をあまりにもたないで,容 易 に貫通 されて しまうのだ という感情表現

特性A:物 の外面の貫通,崩 壊,摩 滅 といったイメー ジ。

・肉をつ らぬいた弾 丸 ・こ じあけられた亀 の こうら ・つぶ されたかぶ と虫 ・す りへ った動物の皮

特性B:物 の内側 に入 りこむ,あ るいは内側 か ら外側へ通 り抜 けるための方法や経路 を強調するイ メー ジ。

・腔 ・肛門 ・開いた口 ・入 口 ・戸口

特性C:容 易に透過 した り,こ われた りしやすい物の表面を含むイメー ジ。

・綿 あめの柔 らかいボール ・ふわふ わした綿毛の ような雲 ・ぬか るみ

PenetrationofBoundary反 応 の サ ブ ・カ テ ゴ リー

1あ いて い た り,何 か を取 り入 れ た り,出 した りす る ため に用 い られ る口 に関係 す るもの 。

・食べ てい る犬 ・吐 いて い る人 ・あ くび を して いる犬 ・つ ば をは い てい る男 の子

・舌 をつ き出 してい る人 ・口 をあ け てい る人 ・水 を飲 ん で い る動物

ただ し,歌 を うた った り,話 をす るた め に口 を使 う場 合 は得 点 に な らな い。

2逃 れた り,迂 回 した り,貫 通 して,外 部 か ら内 部 に到 達す る もの。

・レン トゲ ン写 真 ・(X線)蛍 光透 視 鏡 を通 してみ た 身体 ・器 官 の横 断 図 ・切 開 した身 体

・身体 の内部 ・死体 解 剖

3破 れた り,折 れ た り,傷 つ いた り,だ めに な っ て しまっ た身体 壁 に関 す る もの 。

・つぶ され た(か ぶ と)虫 ・けが ・傷 つ い た男 の人 ・剌 され た男 の 人 ・血 を流 して い る人

・は が され た人 間 の皮 膚

4境 界 の な い よ う な地 球上 に 開口 して い る部 分 や,そ こか らいろ い ろ な物 が押 し出 され る場 合 。

・底 な しの深 海 ・地 中 か ら吹 き出 す間欠 泉 ・わ き出 る泉 ・噴油 井

5ど ん な 開口 部 も得 点 とな る。

・肛 門 ・産 道 ・戸 口 ・入 口 ・の ぞ き こむ ・鼻 孔 ・直 腸 ・腔 ・窓

6実 在 しな い,あ るい は,さ わ ってみ られ る よ うな境 界 の外 にあ る もの6

・わ たが し ・か げ ・お ば け ・や わ らか いぬ か るみ

7透 明 な もの。 ・洋 服 を とお して み え る ・透 明 な窓

8Penetration反 応 の追加 例

・木 の 上 で物 を かん で い る動物 ・穴 の あい たバ ッ ト ・バ ラバ ラに され た ち ょ うち ょ

・引 き裂 か れ た毛 皮 の コ ー ト ・ま と ま らな い ジ グ ソウパ ズ ル ・バ ラバ ラに な った羽 根

・戸 口 ・衰 えた羽 根 ・肉 の な くな っ た魚 ・何 か を食べ る(つ っ く)昆 虫

・こわ れ た身 体 ・港 の入 口 ・便 を して い る男 の人

m.BarrierとPenetrationの 両方 に共通 の反 応

・こわれたよろいを着 た人 ・爆撃 された戦艦 ・こわれた花びん
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Table4身 体尺度 に関する各検 査の得点

＼ミ度
人(性)＼

Barrier
Penet-

ration
Concern Corhexis 1 G

1F io 2 6429㊥ z.siO 5 6

2F 20㊥ 2 66.07㊥ z.290 isO 13

3F 26Q+ 3 33.930 2.89 3Q 17㊥

4F 20Q+ 1 57.14 2.53e 11 14

5F 18 2 62。50㊥ 2.62 18Q+ 4Q

6F 18 3 6a50㊥ 2.84 15 7

7F 14 3 50.00 2.89 16Q+ iz

8F 8 2 64.81Q+ 3.13Q+ 4Q iz

9F 3Q 4 39.29 .; 7 10

toF 11 2 56.36 3.00 iz 12

11F 15 00 si.saO+ 2.84 iz 6

12M 19 4 27.270 2.67 4Q 5Q

13F 8 OQ 35.190 2.80 13 5Q

14F 15 2 65.45Q+ 2.33e 9 6

15M 8 3 51.79 3.40Q+ io 9

16F 13 i 46.43 2.51e i70 ii

17F 7Q i 50.00 2.96 2Q 10

18F 4Q OQ 40.74 2.89 6 4Q

19M 29㊥ 5Q 2a630 2.53 10 5Q

20F 7e 2 47.27 3.47㊥ 4Q 19㊥

21M 10 6Q 55.56 2.80 4Q 14

22M io 5Q 50.91 2.84 18Q io

23F 15 z 55.36 2.51e 8 io

24M 23Q 3 40.00 2.91 8 14

25M 16 3 40.00 3.38 8 15Q

26F 13 5Q 50.91 2.96 9 12

27M 8 4 42.86 3.00 isO 2Q

28F 21㊥ 1 50.91 2.49Q 20Q 8

2sF 11 00 41.82 2.76 16㊥ 9

30F 8 11① 40.00 3.07 6 15㊥

31F 13 3 45.45 3.07 2Q 18㊥

平 均 13.58 2.74 49.23 2.83 10.03 10.13

SD 6.32 2.21 10.92 o.zs 5.46 4.44

3 0 27.3 2.29 2 2

R i i i 1 i i

29 ii 65.5 3.47 zo 19

注 ㊥は1SD以 上、eは1SD以 下を示す。

27.3～65.5に 分布 し,そ の平 均 は49.23で あ っ て,同 音

異 義語 に対 す る反応 は,bodywordと して 反 応 し た言

葉 と,nobodyと 反 応 した言葉 とが半 々 で(bodyword

49.23%),両 者 に統 計 的 有 意差 は み られ な か っ た。1S

Dよ り大 き く,身 体 的関 心 を強 く表 現 した者 は7名 で,

1SDよ り小 さ くて 身体 的 関心 をあ ま り表現 しなか っ た

か,防 衛 反応 と して 表面 的 に は小 さ か った で あ ろ う者 も

含 め て4名 で あ る。

身 体 カセ ク システ ス トに よ る 自己 の身体 お よ び身体 機

能 へ の満 足度 につ いて み る と,理 論 的 には1～5に 分布

す る わ けで あ るが(数 値 が 大 き い ほ ど満 足 してい る),

実際 は2.29～3.47に 分布 し,そ の平 均 は2.83で あ っ た。

1SDよ り大 き くて満足 して い る者 は4名 で,反 対 に満

足 しな い傾 向 にあ る者 は7名 と な って い る。 また,表 に

はの せ られ なか っ た が,ど の身 体 部分 あ るい は機 能 に満

足 して い る か,逆 に満 足 して い な いか を見 てみ る。 平 均

2.84,SD=0.41で あ った の で,1SD以 上,す な わ ち

被験 者全 体 と して み て満 足 して い る部位 あ る いは機 能 は,

満 足度 の高 い1頂に,食 欲,健 康,活 気,呼 吸,手 首,睡

眠 と なっ て お り,逆 に1SD以 下,す なわ ち全体 と して

不 満 足 な部 位 あ るい は機 能 をみ る と,最 も不 満 足 なの は,

脚,続 い て,体 格,体 重,歯,ウ エ ス ト,身 長,鼻 とな

っ て い る。

次 にY-G性 格 検 査 の中 で1(劣 等 感)とG(一 般 的

活 動 性)を と りあげ,そ の 粗 点につ い てみ て み る。1は

自信 の欠 乏,自 己の過 小 評価,不 適 応 感 な どを あ ら わ し

て お り,得 点 が高 い方 が劣等 感 が強 い とい うこ と に な る。

平均10.03で2～20に 分 布 して い る。1SD以 上 で 劣 等

感 の 強 い者 は8名 で,そ の ほ と ん どが標 準 点5,ま た は

5に 近 い4の 範 囲 に入 る。 一 方,1SD以 下 で劣 等 感 の

弱 い者 は7名 で,標 準 点 で は1,ま た は1に 近 い2の 範

囲 に入 る。Gは 活 発 な性 質,身 体 を動 かす こ とが好 き と

い っ た よ うな特性 を示 して お り,得 点 が高 い ほ ど活 動 的

な傾 向 にな るが,平 均 が10.13で,2～19に 分布 して い

る。1SD以 上 で活 動 的 な者 は5名 で,標 準 点 で は4ま

た は5の 範 囲 で ある。 逆 に1SD以 下 で非 活 動 的 な者 は

6名 で,標 準 点 で は1ま た は1に 近 い2の 範 囲 に あ る。

2.身 体尺 度 間 の相 関

Table5を 参 照 して,各 身体 尺 度 間 の相 関 につ いて み

て み る。

まず,身 体的 境 界 に関す るふ た つ の とら え方,す な わ

ち,barrierと しての 境 界 と,penetrationと し て の 境

界 との 間 の相 関 はr=一.01で 全 く相 関 は なか っ た。ま た,

barrierあ るい はpenetrationの い ず れ かの境 界 の把 握

と他 の身 体 的尺 度 との 関係 を み る と,penetrationの 方

は明確 な傾 向 はで て い な い。barrierの 方 は特 徴的 な こ

と と して,bodycathexisと の 間 にr=一 ・46(P=・01)

で有 意 な逆 相 関 が あ り,barrierが 高 い とbodycothexis

は低 いか,あ るい はbarrierが 低 い とbodycathexisが

高 い とい うこ と に なる。

次 に身体 的 関 心 で あ る が他 の 尺度 との 関係 につ い て は

特 に有 意 な結 果 は得 られ てい ない。

Bodycathexisに つ いて は,前 述 の とお りbarrierと

の 間 に 負 の 有 意 な 相 関 が あ る 他,1と の 間 にr=一.39

(P=.05)と 有 意 な相 関 が あ り,bodycathexisが 高 い

者 ほ ど劣等 感 は弱 く,逆 にbodycathexisが 低 い 者 ほ ど

劣 等感 は強 い とい う関係 が あ る。 またGと の 間 にr=.40

(p=.05)と い う正 の相 関 が あ り,bodycathexisの 高

い者 ほ ど活 動 的で,bodycathexisの 低 い者 ほ ど非 活 動

的 で ある とい う結 果 に なっ て い る。

最後 に1とGと の関 係 で あ る が,両 者 間 にはr=一.38

(p=.05)と い う有 意 な負 の相 関 が あ り,劣 等 感 の強 い

者 は非活 動 的 で,劣 等 感 の弱 い者 は活 動的 で あ る とい う
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Table5CorrelationCoefficientsofBodyMeasures

BarrierPenetration BodilyBody

ConcernCathexis

Gcneral工
nferiori七y

Ac七ivi七y

Barrier

Penetra七ion

BodilyConcern

BodyCa七hexis

Inferiority

GeneralAc七ivi七y

‐ .oi ‐
.io

一 .24

一
.46XX

.22

一 ,26

,20

,22

,24

,39X

,05

,25

,03

,40X

,38X

結 果 にな って い る。

V.考 察

1.身 体的 境 界 と しての ボ デ ィ ・イ メー ジ

Fisher&Cleveland(1958)以 来,ボ デ ィ ・イ メ

ー ジ を身体 的 境 界 と して と らえ
,こ の境 界 をbarrierと

しての境 界 とpenetrationと して イ メー ジ を区 分 して き

て い るが,本 研 究 で も,両 者 間 には全 く相 関 は な く(r

=一.01) ,身 体的 境 界 に関 して もつ イメ ー ジ に は,外 界

を隔 て て い る障壁 と して の イメ ー ジ と,そ の境 界 が保 護

的 価値 を もた ず に容 易 に貫 通 して しま う とい うイ メ ー ジ

と は,互 に,相 容 れ ない も ので あ る こ とが証 明 され た。

さ ら に,bodycathexisの 間 に は有意 な負 の相 関 が あ っ

て,barrierが 高 く障 壁 と して のイ メ ー ジの 強 い者 は自

己 の身 体部 位 あ る いは機 能 に対 して不 満 足 を示 す と い う
ドへ

こ とは注 目に値 す る と考 え る。 つ ま り,自 分 の身 体 に対

して評 価 の低 い者 は,身 体 的境 界 で あ るボ デ ィ ・イ メ ー

ジ を しっか り した保 護 的 な境 界 と して と ら え よ うと して

い る とい うこ と にな る か らで あ る。(代 表的 なケース は,

No.2,19,28な ど,逆 の ケ ース はNo.20な ど)。 一方,

penetrationの 方 は,barrierと は全 く違 うbodyimage

boundaryで あ る こ とは立証 された ものの,全 体 の 平 均

が2.74と 低 く反応 数 その もの が少 く,明 確 な他 のbody-

imageの 尺度 との関 連 も薄 いの で,そ れ らとの か か わ り

は わか らない。 た だ,No.31は 他 と比 較 し,非 常 に高 い反

応 数 を示 して い るの で,こ の よ うな場 合 のケ ー ス研 究 の

必要 が あ る と考 え られ る。

2.自 己 の身 体 に対 す る評価 と して のボ デ ィ ・イ メー ジ

Cathexisは1と 負 の有 意 な相 関 が あ り(r=一.39),

自 己の 身体 の 評価 が高 い者 は劣 等感 が小 さ く(No.8,20

な ど),逆 に 自 己 の 身 体 の評 価 が低 い者 は劣等 感 が大 き

い(No.2,16,28な ど)と い う結 果 に な り,bodycat-

hexisと して の ボデ ィ ・イ メー ジは劣等 感 の有 無 と密 接

な関係 に ある と考 え られる。 さ らにcathexisはGと 正 の

有 意 な相 関 が あ り(r-.40),自 己 の身 体 に対 す る評 価

※5%※ ※1%

の高い者 は活動的であ り(No.20な ど),逆 に 自己の身体

に対す る評価 の低 い者 は非活動的であ る(No.19な ど)と

い うことにな り,自 己の身体 に対する評価 の高低 は,そ

の人 が活動的であるかどうかというこ とにも関連がある

ことは確 かである。

3.劣 等感 と活動性 との関連

劣等感 と活動性 は性格 ・行動特性 であって,ボ ディ ・

イメー ジとしての身体尺度 ではないが,両 者 とも自己の

身体 に対する評価 と関連のあることは証明 されてお り,

必然的 に1とGと の間 には有意 な負の相関が存在す るこ

とにな る(r=一.38)。 つ まり,劣 等感が強い者 は活動

性は低 くなり(No.5,27な ど),逆 に劣等 感 の弱 い者は

活動的 である(No.20,31な ど)と い う傾 向 をもっている

ようである。 しかも劣等感 および活動性 は 自己の身体 に

対 する評価 の良否 とかかわ りのあることを考 えあ わせ る

なら,ど れが原因で どれが結果であるとい うようなこと

はわからないが,劣 等感 は,安 全感 を失 わせ て自信 を喪

失 させ るなどマイナスの徴候 を生 じさせ ることが多 く,

逃避的 になるとか,不 安 を感ず るとか,緊 張が高 まって

爆発的 に発散 させるよ うな反応 を起 こす反面,積 極的 に

劣等感 を補 お うとすることもあるわけで,こ の結果の よ

うに身体的評価が低 い 本研究の対象者の場合,身 体

障害 とい う客観的存在はないとい う点で,Adler,A.の

いう器官劣等感organinferiorityと は異 るが,自 己の

身体 に対 して評価 が低 いというこ とは主観的 には身体障

害 にかわる何 かが存在 しているとい う点で共通点がある

一 場合
,こ れを補償compensationす る方向 にもって

いかな くてはならない。精神的補償 と相俟 った身体的補

償 を達成 し,劣 等感のもつエネルギー を社会生活 に適応

させるように変化 させ ることが大切である。

4.身 体 的 関 心

同音意義語テス トによる得点で全体 の3分 の2の 者 は

38.31～60.15の 範囲(平 均 より一1SD ,十1SD)に

位置 してお り,こ れ以下,あ るいはこれ以上 の者 には何

か特徴 があると考 えられるが特 に特徴 はないし,統 計上
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も見 い出 せ な か っ た。 た だ,関 心 の大(Table4の ㊥ の

記 号)あ る い は小(θ)とcathexisの ㊦ あ るい はeを

み る と,関 心 ㊦ とcathexisO(No.1,2,14)と い う組

み合 せ が あ り,自 己の 身体 に対 す る評 価 の低 さは逆 に身

体 に対 す る関 心 の 強 さを表 現 して い る と も解 釈 で き るか

も しれ な い。 その 他 関 心㊤ とcathexis㊥(No.8)や 関 心

eとcathexise(No.19)と い っ た組 み合 せ に も注 目 す

べ き何 か が あ るか も しれ な い。

5.結 論

以 上 の よ うな統 計 的結 果 に基 づ く解 釈 は さ らに投 影法

な ど に よ って ケ ー ス別 の 質的 な裏付 け を し なけ れ ば明確

な結 論 は出 せ な い。 本研 究 で も,紙 面 の 都 合 で省 略 した

が,TAT,人 絵 画,SCT(BergerSentenceCom-

pletionTestの 日本 語 訳),Y-Gプ ロ フ ィー ル との関

係 で,bodyimageと の間 にい く つ かの有 意 なつ なが り

を見 い 出 して い るが,そ の 中 で も人物 画 やSCTに 顕 著

な特 徴 が あ る と考 え る。 ご く一例 を挙 げ る と,SCT

の剌 激 文 「も し で き る こ と な ら」 に対 して,barrier

大,cathexis小,劣 等感 大 と い う代 表 的 ケ ー ス で ある

No.2は 「も う一 度 生 まれ変 わ りた い」,No.28は 「鳥 に な

りた い」,ま たbarrier大,cathexis小,活 動 性 小 と い

う代 表 的 ケ ー ス のNo.19は 「も う一度 違 う世 界 に生 ま れて

み た い」 と 反 応 して い る。 そ れ に 対 してbarrier小,

cathexis大,劣 等感 小,活 動 性 大 のNo.20は,同 じ剌 激 文

に対 して,「 い つ も愛 情 に あふ れ,寛 大 な人 間 で い た い

と思 う」 と反 応 して い る。 前者 の3名 は現 在 の 自分 に満

足 せ ず逃 避 的 傾 向 を示 して い るの に対 して,後 者 は さら

な る 自己 の成 長 へ の努 力 を表 現 してい る とい え る。

この よ うな 質的 な検 討 を加 えて い か な けれ ば な ら ない

こ とを承 知 した うえで,結 論 を ま とめ る と,保 護 的障 壁

と しての 身体 的境 界 か らみ たボ デ ィ ・イ メー ジ と身体 的

自 己評 価,そ して劣 等 感 とい っ た三者 を結 ぶ何 らかの 関
コ

係 が存在 してい るであろうし,さ らにこれは活動性 とも

相互 の影響 をもっているであろ うとい うことになる。
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